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1. はじめに 

 平成１０年６月に廃棄物最終処分場の廃止基準の概要

（一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場

に係わる技術上の基準を定める命令）が制定された。こ

れは最終処分場の環境安全性を検証するためのものであ

り、安定化を判断するための指標として、埋立地内部温

度、埋立ガス、浸出水水質が規定されている。 
現存する処分場の中には適切な埋立構造（ガス抜き管，

浸出水集水管など）を持たないものも多く、周辺環境汚

染のリスクを軽減するためにも早期安定化が求められて

いる。 
 本研究では、埋立が終了した処分場において、安定化

の指標である内部温度及び埋立ガス成分の測定を行い、

安定化に関わる現状を把握することを目的とする。 
 
2. 調査対象処分場の概要 

 調査対象処分場は北海道内の一般廃棄物最終処分場で、

埋立期間２４年を経て、平成１５年に埋立が終了してい

る。事業系及び家庭系一般廃棄物、下水汚泥を含む産業

廃棄物などが、焼却処理を施さないで直接埋立てられて

おり、分解性有機物が多量に処分されている。 
 平成１５年度から各種調査及び閉鎖工事を開始し、平

成１９年１２月現在も継続中である。平成１６年度まで

に設置されたガス抜き管（既設ガス抜き管）は１７本で

あり、同年に処分場内部の状況を調査するためのボーリ

ング調査が行われ、５本のモニタリング管が設置された。 
 平成１７年７月から始まった閉鎖工事は「浸出水削減

対策工」「廃棄物早期安定化対策工」「最終覆土工」か

らなる。その中でも「廃棄物早期安定化対策工」として、

φ２００ｍｍの塩ビ管をおよそ５０ｍ間隔で設置してお

り、平成１９年１２月までに８９本のガス抜き管（新設

ガス抜き管）が設置されている。 
 処分場平面図を図－１に示す。埋立時期は図に示した

ように、３期に分けられる。 
 
3. 安定化と廃止基準 

安定化とは、「環境中にあってそれ以上変化せず、影

響を与えなくなった状態」と定義され、浸出水処理や埋

立ガス排除などの跡地管理の必要がなくなることである。

処分場内の有機物の微生物分解反応が終了し、周辺環境

への汚染リスクが十分に小さくなることを示す。 

平成１０年６月に廃棄物最終処分場の廃止基準が施行

されており、処分場内の内部温度及び埋立ガスに関する

基準が定められた。 

(1) 内部温度 

 廃止時に埋立地内部が周辺の地中温度に比べ異常な高

温になっていないこと。（埋立地内部温度と周辺の地中

温度の差が２０℃未満）ここで、本処分場がある地域の

年平均気温である６．４℃を地中温度と仮定し、本処分

場における内部温度の廃止基準を２６．４℃としている。 

(2) 埋立ガス 

 埋立地からガスの発生がほとんど認められない、また

はガスの発生量の増加が２年以上に渡り認められないこ

と、とされているが具体的な値は定められていない。そ

こで、本研究ではメタンの爆発限界である５％を目安と

した。 

 

4. 調査概要 

 本研究では平成１６年度以降に設置された新設ガス抜

き管を調査対象としている。 

(1) 内部温度測定 

 熱電対式の測定器を用い、地表面から深さ方向へ１ｍ

間隔でガス抜き管内部の温度を測定した。測定は平成１

６年７月から開始し、１～２ヶ月に一度の頻度で測定を

行った。 

(2) 埋立ガス測定 

 ガス測定器（ＧＡ２０００）を用い、ガス抜き管内の

約５０ｃｍの位置で二酸化炭素（ＣＯ２）、メタン（Ｃ

Ｈ４）、酸素（Ｏ２）、ＢＡＬ（Ｎ２，水蒸気，その他の

ガス）の４項目に関してガス成分（％）を測定した。 

 

5. 調査結果 

5.1 反応領域の分類 

 微生物反応において、嫌気性条件では分解性有機物の

種類によってＣＯ２：ＣＨ４＝５０：５０～３０：７０

で発生し、好気性条件ではＣＯ２のみが発生する。した

がって、埋立ガス中のＣＯ２とＣＨ４の比が 1 以上であ

れば好気性反応が共存していると判断した。ただし、Ｃ

Ｈ４が１％未満のものは計算対象外とした。図－１に平

面図と併せて、２００７年１１月までの調査の結果から

ＣＯ２とＣＨ４の比を算出した結果を示した。 
 ＣＯ２／ＣＨ４≧１の領域（図中の赤丸）の６－４，

６－５などは斜面に位置しており、斜面を通して空気が

流入しやすい位置にあると思われる。そのため、好気性

の反応が起こっていると考えられる。 
 ＣＯ２／ＣＨ４＜１の領域（図中の青丸）は周縁部に

位置している。（例えば、Ａ４０）また、これらのガス

抜き管では内部水が滞留している所が多く、酸素の供給 
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図－１ 対象処分場平面図 

 
が乏しく嫌気性の反応が起こっていると考えられる。 
 
5.2 内部温度とガス濃度 

 図－２に２００６年と２００７年の横軸を内部最高温

度、縦軸をメタンガス濃度とした相関図を示す。分布の

形状としては両年とも初期に埋立が行われた領域が中

温・中メタン、中期に埋立が行われた領域が高温・低メ

タン、後期に埋立が行われた領域が低温・高メタンと分

類することができる。 

 図中に両年の各領域のメタンガス濃度と内部最高温度

の平均を求めプロットした。埋立が後期に行われた領域

ではメタン濃度の割合が減少傾向にあることがわかる。

また、埋立が初期及び中期に行われた領域については内

部最高温度が増加傾向にあることがわかる。したがって、

徐々にではあるが安定化へ向かっていると考えられる。 

図－２ 内部温度とメタンガス濃度の相関図 

 

 図－３に低温・高メタン領域に位置するＡ４０の内部

温度とガス成分の時系列変化を示す。ＣＯ２／ＣＨ４の

値は約０．７で一定である。しかし、２００７年１１月

の結果では二酸化炭素，メタンの割合が減少し、酸素の

割合が増加している。内部温度も同時期の２００６年１

０月に比べ高くなっていることから、徐々に好気性にな

りつつあるのではないかと考えられる。 

 図－４，５に高温・低メタン領域に位置するガス抜き

管（６－４，７－５，８－５）の深さ方向の内部温度分

布及びガス濃度分布を示す。６－４，７－５は高温を保

ちかつＣＯ２の割合も高いことから活発な好気性反応が

起こっていると予想できる。７－５ではＣＨ４が測定さ 

図－３ Ａ４０の内部温度とガス成分の時系列変化 
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図－４ ６－４，７－５，８－５の深さ方向の内部温度分布 

図－５ ６－４，７－５，８－５のガス濃度分布 
 
れているが、ＣＯ２／ＣＨ４の値は１．０近傍の値を示

し、好気性と嫌気性の反応の両方が起こっていると思わ

れる。また、温度分布から上層部で高温になっていると

いうことは、外気に近い部分から酸素が供給され、好気

性の反応が上層部で活発に起きていることを示している

と思われる。６－４でも内部温度が十分高く、ＣＯ２／

ＣＨ４＝６～９となっており、ＣＯ２の発生が特に多い

ことから、好気性の反応が顕著に起こっていることを示

している。８－５は内部温度・メタンガス濃度共に減少

しており、上層部（１０ｍまで）の内部温度は約１０℃

下がっている。内部温度が低下傾向にあり、かつガス濃

度分布が空気の組成に近くなっていることから、内部の

反応がある程度終了したものと考えることができる。 2007年
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 このように、低温・高メタン領域にあるＡ４０が高

温・低メタン領域にある６－４，７－５，８－５と同じ

傾向になれば好気性反応の進行に伴う安定化が期待でき

る。 

 

5.3 達成状況 

 内部温度は２６．４℃以下、メタン濃度は５％未満を

達成基準として、２００６年と２００７年の同時期に測

定したガス抜き管３８本について達成率を算出した。計

算結果を図－６に示す。 
 便宜上、内部温度・メタンガス濃度共に達成条件を満

たしている区域をＡ、内部温度は達成条件を満たしてい

るがメタンガス濃度は達成条件を満たしていない区域を

図－６ 廃止基準（２６．４℃）及びメタン濃度５％以下 

の条件の達成状況 
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Ｂ、内部温度は達成条件を満たしていないがメタンガス

濃度は達成条件を満たしている区域をＣ、内部温度・メ

タンガス濃度共に達成条件を満たしていない区域をＤと

する。 
 ２００６年の調査結果での達成率は、Ａ：２４％，

Ｂ：４２％，Ｃ：１０％，Ｄ：２４％であった。２００

７年の調査結果での達成率は、Ａ：２１％，Ｂ：３２％，

Ｃ：２１％，Ｄ：２６％であった。 
 内部温度の達成率（Ａ＋Ｂ）だけでは６６％（２００

６年）から５３％（２００７年）と下がっているが、メ

タンガス濃度の達成率（Ｃ＋Ｄ）は３４％（２００６

年）から４２％（２００７年）と上がっている。これは

好気性反応の進行に伴い内部温度が上昇したため、結果

として達成率が下がっているが、これは安定化へのプロ

セスであり、メタンガス濃度の達成率が上がっているこ

とからもわかる。したがって、対象処分場は全体として

徐々に安定化が進んでいると考えられる。ただし、依然

として低温・高メタン領域にあるガス抜き管が多く、こ

れらの領域でいかにして好気性反応を活発にさせるかが

課題である。 
 
6. まとめ 

(1) ＣＯ２とＣＨ４の比から、１以上であれば嫌気性と

好気性の反応が共存しており、１より小さければ

嫌気性の反応が支配的であると判断した。ＣＯ２／

ＣＨ４≧１の領域は斜面に位置し、空気が流入しや

すい条件で好気性の反応が起こり、ＣＯ２／ＣＨ４

＜１の領域は周縁部に位置し内部水が滞留してい

る所が多いことから、酸素の供給が乏しく嫌気性

の反応が起こっていると考えられる。 

(2) 内部最高温度とメタンガス濃度の相関図から、初

期に埋立が行われた領域は中温・中メタン領域に、

中期に埋立が行われた領域は高温・低メタン領域

に、後期に埋立が行われた領域は低温・高メタン

領域にそれぞれ分類できる。また、各領域の内部

最高温度とメタンガス濃度の平均の動きから、

徐々に安定化へ向かっていると考えられる。 

(3) 低温・高メタン領域に位置するガス抜き管の中に

は、メタンガス濃度の割合が減少・酸素の割合が

増加し、かつ昨年の同時期よりも温度の上昇が見

られ、高温・低メタン領域に位置するガス抜き管

の特性に近づく傾向を見せているものもある。こ

のように、低温・高メタン領域に位置するガス抜

き管が高温・低メタン領域に位置するガス抜き管

と同様の傾向になることで、好気性反応の進行に

伴う安定化が期待できる。 

(4) 内部温度２６．４℃以下，メタンガス濃度５％未

満を達成基準として達成率を算出したところ、好

気性反応の進行に伴う内部温度上昇の結果、内部

温度の達成率が下がり、メタンガス濃度の達成率

が上がっている。これは、安定化へのプロセスで

あり、対象処分場は全体として徐々に安定化が進

行していると考えられる。 
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